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1. まえがき 
近年，膜構造などのCanopy建築が数多く建

設され，その安全性に鑑み風力係数の適切な設

定による耐風設計が望まれている。法令におい

ては規定に該当しない形状のCanopyに関する

風力係数は，風洞実験により求めることが要求

されている。しかし，巨大建築物であれば風洞

実験は常識的に採用されるが，小規模な

Canopyに対しては高額な費用を要することか

ら建築費を考えると実行されるに至らないの

が現状である。 
本報告は，比較的世に普及している形状の

Canopyに対し現状に近い風力係数を与える簡

易な推定法を提案することを目的としている。 
前報2)では，円弧屋根とドーム屋根形状に関

して比較検証する対象の風洞実験結果が皆無

という事情もあり，やむなくCFDによる風力

係数を用いていた。また，連続的な曲面屋根に

もかかわらず，建築学会指針による領域区分3）

に従い提案を進めたが，最近発表された植松

等,14),13)による風洞実験結果に対応させるべく，

多項式近似による推定法として修正した。  

 
2. 推定法について 

Canopyの風力係数CRに関する推定は，現存

する多くの閉鎖型建築の屋根面外圧係数Cpe
から差分係数1)（仮称）CDfを差し引くことによ

って得られる(1)式の簡易的な手法を提案する

ものである（Fig.1）。 
 

𝐶𝐶𝑅𝑅 = 𝐶𝐶𝑃𝑃𝑃𝑃 − 𝐶𝐶𝐷𝐷𝐷𝐷 (1) 
 
ここに，差分係数CDfは，閉鎖形建築物の屋根

面外圧係数CpeからCanopyの風力係数CRを差

し引いた係数1)であり，本報では新たに変数ラ

イズ比f/Dと軒端からの位置s/Sの関数とした。 
 
3. 差分係数CDfの導出方法 
 (2)式によって定義された差分係数CDfは，前

報と同じくFig.2に示したCFD解析から得られ 
た閉鎖形建物屋根の外圧係数CPeとCanopyの 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
風力係数CRの差によって求めた。 
 

𝐶𝐶𝐷𝐷𝐷𝐷 = 𝐶𝐶𝑃𝑃𝑃𝑃 − 𝐶𝐶𝑅𝑅 (2) 
 
なお，本報で用いる変数およびCanopyの寸法

記号は，Fig.3に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 差分係数CDfの多項式近似 
 前章で導出したCanopy屋根の差分係数CDf

は，風上端からの距離s/Sに対してFig.4にプロ

ットし，(3)式の4次の多項式により近似させた。 

Fig.2 CFD 解析による風圧係数分布 1） 

  上段：円弧屋根 下段：ドーム屋根 

Fig.1  閉鎖形建物の外圧係数 CPe から

差分係数CDfを用いたCanopy風
力係数 CRの導出概念図 1） 
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C𝐷𝐷𝐷𝐷 = 𝑎𝑎𝑡𝑡4 + 𝑏𝑏𝑡𝑡3 + 𝑐𝑐𝑡𝑡2 + 𝑑𝑑𝑡𝑡 + 𝑒𝑒 
 ;    t = s/S  (3) 

 
 Fig.4のドット値は，CFD解析によるライズ

比f/D=0.125,0.25,0.5の3タイプのCDf値であり， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

それぞれの近似曲線は破線で示した。そして，

各3タイプの（3）式の近似係数a～eをライズ

比f/Dを変数とするFig.5にプロットし，同じく

（4）式により多項式近似させた。 
 

   a~e = 𝛼𝛼𝑘𝑘2 + 𝛽𝛽𝑘𝑘 + 𝛾𝛾 
  ;    k = f/D (4) 

 
  Fig.4にある実線の近似曲線は，Fig.5に表さ

れるように（4）式により内挿および外挿した

任意のライズ比f/Dに対するCDfを表している。 
なお、Fig.4のドーム屋根に関しては、ライズ

比f/D=0.5のCFD解析のCpe値については、CR

の最終調整から多少の修正を加えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 変数および Canopy の寸法記号 

Fig.5 差分係数 CDf(f/D,s/S)の多項式近

似係数 a~e（(4)式にα,β,γ代入） 

  上段：円弧屋根 下段：ドーム屋根 
Fig.4 差分係数 CDf(f/D,s/S) 

  上段：円弧屋根 下段：ドーム屋根 
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5. 閉鎖形建物のCPe 
 Fig.6は，円弧屋根およびドーム

屋根を有する閉鎖形建築物に関す

る論文4)～11)において掲載された外

圧係数分布CPeを表している。図に

おいて，ライズ比f/D＝0.1～0.5の
風洞実験結果であり，基準速度圧q
が頂部Hrないしは軒高hを基準と

している場合は屋根部の平均高さ

Hで補正し，統一した。 

 
6. CRの推定値と検証 

Fig.7およびFig.8に，それぞれ円

弧型とドーム型Canopy屋根の風力

係数CR分布に関し，既往論文12)～
15)による風洞実験値と(3)式の差

分係数CDfを(1)式から差し引いた

推定値を比較している。なお，実線

および破線は推定値による分布で

あり，ドットは風洞実験値を示す。

更に，折れ線は建築学会指針3）から

の推定値（h/Dを実験値と同条件と

した）である。両Canopy屋根とも

風洞実験値に対する推定値の

Fittingは良好である。ただ，円弧

屋根に関しては，指針値による推定値は高めに

ある。これは，設計安全性の見地から風向変動

幅の影響を考慮しているものと推察される。 

あることが分かった。今後は，高ライズ比f/D
の更なる近似に向けて差分係数CDfの修正を検

討するとともに、他の形状に対する応用性も進

めていきたい。 

Fig.6 閉鎖形建物屋の外圧係数 Cpe(基準速度圧 qHで

補正)、上段：円弧屋根 下段：ドーム屋根 

Fig.7 円弧 Canopy 屋根の風力係数 CRに関する風洞実験結果と簡易推定値の比較、 

また、ドーム型 Canopy に関し

ては、比較的によく一致してい

る。高ライズ f/D では実験値と

僅かに乖離する傾向にある。 
 
７． まとめ 
 差分係数 CDf の多項式近似

による Canopy 屋根の風力係

数 CR推定法は、有効な手法で 

Y.Uematsu14) M.B.Natalino13) 

Y.Uematsu14) 
Y.Uematsu14) 

Y.Uematsu14) 
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